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ま
　
え
　
が
　
き

本
書
は
、
日
本
の
企
業
の
実
際
の
経
営
活
動
を
観
察
し
な
が
ら
、
そ
の
観
察
の
中
か
ら
「
日
本
的
経
営
」
の
組
織
・

管
理
シ
ス
テ
ム
の
理
論
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
体
系
を
あ
た
え
、
さ
ら
に
今
後
の
日
本
の
企
業
経
営
の
人
事
戦
略
の
展
望

を
こ
こ
ろ
み
た
、
著
者
の
日
本
的
経
営
論
の
集
大
成
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
早
「
企
業
危
機
を
む
か
え
て
」
で
は
種
々
の
理
由
で
企
業
の
経
営
活
動
が
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
危
機
に
陥
っ

た
事
例
を
三
つ
取
り
上
げ
て
、
そ
の
危
機
状
況
が
最
終
的
に
突
破
さ
れ
て
い
っ
た
経
路
を
跡
づ
け
た
。
こ
の
突
破
の
決

定
要
因
は
、
そ
の
企
業
の
人
々
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
人
間
の
考
え
方
や
行
動
が
企
業
の
経
営
活
動
の
運
命
を
決
定

す
る
と
い
う
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
の
主
旋
律
を
示
唆
し
ょ
う
と
し
て
い
る
。

第
二
章
「
日
本
的
経
営
の
見
方
」
は
、
第
一
章
の
事
例
を
受
け
た
本
書
の
問
題
開
示
の
章
に
あ
た
る
。
そ
の
第
一
、

第
二
節
で
は
日
本
の
企
業
経
営
＝
日
本
的
経
営
と
み
な
す
一
般
的
な
見
方
を
検
討
し
、
そ
れ
が
適
切
で
な
い
と
い
う
こ

と
、
お
よ
び
日
本
的
経
営
の
現
在
の
性
質
は
第
二
次
大
戦
後
に
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
戦
前
の
日
本
の
企
業
経
営
の
性

質
と
は
断
絶
し
て
い
る
と
い
う
著
者
の
従
来
の
主
張
を
こ
こ
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
本
的
経
営
」
は

日
本
の
企
業
の
経
営
活
動
の
中
で
、
複
数
だ
が
少
数
の
企
業
経
営
に
よ
っ
て
第
二
次
大
戦
後
に
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
経

営
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
本
書
の
第
一
旋
律
に
な
っ
て
い
る
。



次
に
、
そ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
日
本
の
企
業
経
営
者
の
問
で
、
日
本
的
経
営
に
つ
い
て
の
肯
定
・
推
進
の
主
張
者

と
否
定
・
廃
棄
の
主
張
者
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
両
主
張
者
の
経
営
思
想
の
解
介
は
本
書
の

第
二
旋
律
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
章
「
日
本
的
経
営
の
組
織
と
管
理
」
は
日
本
の
企
業
の
経
営
活
動
か
ら
抽
出
し
て
構
成
し
た
「
日
本
的
経
営
」

の
組
織
と
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
の
理
論
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
章
は
本
書
の
中
枢
部
分
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
第
三
節
で
は
そ
の
理
論
体
系
に
従
っ
て
日
本
の
企
業
経
営
の
性
質
を
分
類
し
、
日
本
的
経
営
と
非
日
本
的
経
営
を

区
分
す
る
方
法
を
提
示
し
て
い
る
。

第
四
葦
「
日
本
的
経
営
の
開
発
」
お
よ
び
第
五
葦
「
日
本
的
経
営
の
最
深
部
－
心
の
信
頼
関
係
－
」
の
二
つ
の
章
で

は
、
企
業
の
経
営
活
動
を
通
じ
て
日
本
的
経
営
が
い
か
に
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
あ
れ
こ
れ
の
多
数
の
企
業
の
経
営
活
動
を
大
雑
把
に
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
少
数
の
企
業
の
経
営
活

動
を
深
く
追
求
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
企
業
は
著
者
自
身
が
約
三
〇
年
間
の
接
触
を
持
っ
て
い
る

と
同
時
に
、
多
数
の
経
営
活
動
記
録
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
企
業
か
ら
選
び
出
し
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の

章
は
第
三
章
で
開
示
し
た
第
一
旋
律
の
本
格
展
開
と
し
て
の
、
日
本
的
経
営
の
組
織
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
検
証
に
あ
た

っ
て
い
る
。

転
じ
て
第
六
章
「
日
本
的
経
営
廃
棄
論
の
登
場
」
で
は
、
第
三
章
で
開
示
し
た
第
二
旋
律
に
お
け
る
日
本
的
経
営
の

否
定
・
廃
棄
論
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
企
業
経
営
者
の
主
張
だ
け
で
は
な
く
、
最
近
の
様
々
な
調
査
の
結

果
に
よ
っ
て
こ
の
廃
棄
論
の
存
在
を
検
証
し
て
い
る
。

第
七
茸
「
日
本
的
経
営
の
第
二
世
代
」
お
よ
び
第
八
章
「
人
事
戦
略
の
課
題
」
の
二
つ
の
章
は
本
書
の
最
終
部
に
あ

た
る
。
こ
の
最
終
部
は
日
本
社
会
の
現
在
の
状
況
を
直
視
し
た
上
で
、
企
業
経
営
の
組
織
・
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

の
今
後
の
展
望
を
こ
こ
ろ
み
た
部
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
七
章
「
日
本
的
経
営
の
第
二
世
代
」
で
は
第
三
章
で
開

示
し
た
日
本
的
経
営
の
組
織
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
理
論
、
さ
ら
に
第
四
章
「
日
本
的
経
営
の
開
発
」
・
第
五
章
「
日
本

的
経
営
の
最
深
部
」
で
展
開
さ
れ
た
第
二
旋
律
が
今
後
の
展
望
で
第
二
世
代
と
し
て
展
開
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
検
証

し
て
い
る
。
こ
の
章
で
も
ま
た
日
本
の
企
業
の
実
際
の
経
営
活
動
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
第
八
章
「
人
事
戦
略
の
課
題
」
で
は
、
第
三
章
で
開
示
さ
れ
た
日
本
的
経
営
否
定
・
廃
棄
に
つ
い
て
の
経
営

者
の
思
想
、
第
六
章
「
日
本
的
経
営
廃
棄
論
の
登
場
」
で
展
開
さ
れ
た
第
二
旋
律
が
今
後
の
展
望
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
人
事
戦
略
に
結
晶
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
検
討
を
こ
こ
ろ
み
た
上
で
ー
「
ク
ラ
ス
タ
ー
専
門
職
制
度
」

と
呼
ぶ
人
事
制
度
の
構
想
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
人
事
制
度
は
著
者
が
以
前
か
ら
提
出
し
て
い
た
複
合
専
門
職
制
度

の
、
よ
り
具
体
的
な
構
想
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
構
成
で
あ
り
、
全
体
は
交
響
曲
に
似
た
編
成
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
の
稿
を
草
す
る
た
め
に
二
年
間

余
の
時
間
を
要
し
た
。
そ
の
た
め
に
同
文
館
出
版
本
部
長
簑
罠
に
実
に
大
き
な
迷
惑
を
お
か
け
し
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
六
二
年
二
月

著
　
　
者

きカえま3
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「
お
客
様
あ
っ
て
の
小
売
業
」

の
「
業
務
改
革
」

一
「
商
人
道
」
か
ら
の
出
発
－
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
　
2
9
1

二
　
経
営
の
危
機
　
2
9
9

次日n
T
h
｝



三
　
「
業
務
改
革
」
の
経
営
戦
略
　
3
0
1

四
人
事
戦
略
の
展
開
　
3
0
6

五
　
「
自
分
の
意
思
で
発
注
す
る
」
　
3
1
2

第
三
節
　
「
心
の
信
頼
関
係
」
の
追
求
　
－
　
京
セ
ラ

一
「
ア
メ
ー
バ
集
団
」
に
よ
る
経
営
　
3
1
5

二
　
ア
メ
ー
バ
集
団
の
計
数
管
理
　
3
1
8

三
　
「
京
セ
ラ
フ
ィ
P
ソ
フ
ィ
」
　
3
2
1

四
　
顧
客
聖
の
経
営
姿
勢
　
3
2
3

五
　
誓
約
集
団
の
思
想
　
3
2
5

六
　
全
人
格
投
入
の
思
想
　
3
2
7

仕功

第
四
節
　
日
本
的
経
営
の
課
題

一
従
業
員
高
齢
化
の
問
題
　
3
3
2

二
　
職
業
能
力
の
育
成
と
活
用
　
3
3
9

三
　
ハ
ッ
ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ソ
ト
の
形
成
　
3
4
3

第
八
章
　
人
事
戦
略
の
課
題
－
ク
ラ
ス
タ
ー
専
門
職
制
度
の
構
想

第
一
節
　
経
営
戦
略
と
人
事
戦
略

一
大
事
戦
略
の
連
動
　
3
5
2

二
「
職
業
人
」
へ
の
出
立
　
3
5
6

第
二
節
　
ク
ラ
ス
タ
ー
専
門
職
制
度
の
構
想

一
企
業
グ
ル
ー
プ
型
経
営
組
織
　
3
6
8

二
　
ク
ラ
ス
タ
ー
専
門
職
制
度
の
骨
格
　
3
7
1

第
三
節
　
ク
ラ
ス
タ
ー
専
門
職
制
度
の
展
開

一
対
応
す
る
経
営
組
織
　
3
8
3

二
　
賃
金
・
給
与
体
系
と
そ
の
運
営
　
3
8
6

三
　
能
力
開
発
計
画
と
そ
の
実
施
　
3
9
0

四
　
人
事
配
置
と
人
事
評
価

五
　
展
開
の
制
約
条
件
　
4
0
0

あ
と
が
き

著
　
　
書



あ

と

が

き

『
日
本
的
経
営
の
論
理
』
（
中
央
経
済
社
、
昭
和
五
二
年
）
、
『
現
代
経
営
と
共
同
生
活
体
　
－
　
日
本
的
経
営
の
理
論
の

た
．
め
に
　
－
』
（
同
文
餌
、
昭
和
五
六
年
）
、
『
人
事
管
理
の
現
代
的
課
題
－
1
日
本
的
経
営
の
理
論
の
た
め
に
』
（
税
務

経
理
協
会
、
昭
和
五
六
年
）
に
つ
づ
い
て
本
書
は
四
部
作
の
最
終
著
作
に
あ
た
る
。
こ
の
四
つ
の
著
作
は
、
実
は
昭
和

五
一
年
以
来
、
私
が
抱
い
て
き
た
構
想
に
も
と
づ
く
著
作
群
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
序
曲
を
『
日
本
的
経
営
の

擁
護
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
五
一
年
）
と
し
、
こ
の
著
作
で
私
の
日
本
的
経
営
論
で
の
ち
に
展
開
さ
れ
る
は
ず

の
全
主
題
を
予
告
し
た
。
『
日
本
的
経
営
の
論
理
』
で
は
通
文
化
的
な
組
織
内
に
お
け
る
人
間
行
動
の
性
質
と
国
際
比

較
経
営
の
二
つ
の
方
法
を
基
調
と
し
て
、
官
民
協
調
制
度
を
と
る
日
本
企
業
の
性
格
を
規
定
し
、
そ
の
も
と
で
の
共
同

生
活
体
と
し
て
の
日
本
の
企
業
経
営
の
性
質
を
日
本
的
経
営
の
本
質
と
す
る
説
を
提
出
し
た
。
次
に
『
現
代
経
営
と
共

同
生
活
体
』
で
は
『
日
本
的
経
営
の
論
理
』
で
提
出
し
た
共
同
生
活
体
の
存
在
の
意
義
を
国
際
比
較
の
手
法
と
主
と
し

て
社
会
学
の
理
論
に
よ
っ
て
立
証
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ
み
、
そ
の
立
証
結
果
に
も
と
づ
い
て
日
本
的
経
営
の
理
論
的
構

図
を
提
出
し
た
。
『
人
事
管
理
の
現
代
的
課
題
』
で
は
、
こ
の
理
論
的
構
図
の
中
で
カ
ギ
の
一
つ
と
な
る
「
協
働
集
団
」

に
つ
い
て
の
解
明
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
が
日
本
的
経
営
の
組
織
・
管
理
運
営
の
基
礎
単
位
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

そ
し
て
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
著
作
を
へ
て
、
『
日
本
的
経
営
の
論
理
』
と
同
じ
主
題
に
立
ち
返
っ
て
日
本
的
経

営
の
理
論
体
系
を
完
成
さ
せ
る
と
共
に
、
そ
の
理
論
体
系
を
企
業
経
営
の
実
際
活
動
の
中
で
検
証
す
る
こ
と
を
こ
こ
ろ

み
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
日
本
的
経
営
論
を
開
始
し
始
め
て
以
来
、
一
〇
年
を
経
過
し
て
そ
の
展
開
を
終
結
し

きがとあ仰



た
こ
と
に
な
る
。
あ
と
は
戦
後
の
歴
史
の
流
れ
の
中
で
日
本
的
経
営
の
形
成
と
発
展
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
残
っ
て
い
る

だ
け
だ
。
岳
父
は
私
の
著
作
の
刊
行
を
非
常
に
喜
ん
で
く
れ
た
た
め
に
、
岳
父
が
不
治
の
病
に
冒
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
昭
和

五
六
年
に
は
日
本
的
経
営
論
に
限
っ
て
も
二
冊
の
大
部
の
著
作
を
刊
行
し
た
。
そ
の
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
岳
父
に
目

を
通
し
て
は
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
七
年
八
月
に
岳
父
は
母
お
よ
び
す
べ
て
の
子
供
た
ち
が
か
こ
む
中
で
永
眠

し
た
。
そ
の
時
か
ら
五
年
後
に
本
書
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
的
経
営
に
関
す
る
前
述
の
四
部
作
が
い
わ
ば
交
響
曲
の
編
成
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
も
ま
た
「
ま
え
が

き
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
一
つ
の
交
響
曲
に
似
た
編
成
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
交
響
曲
は
読
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
。

ヰ㈹

著

書

1
　
『
労
働
問
題
と
労
務
管
理
－
経
営
労
務
の
研
究
－
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
軍
房
、
一
九
五
九
年
一
一
月

2
　
『
労
務
管
理
』
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
四
年
一
月

3
　
『
ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
の
構
造
』
日
本
評
論
社
、
一
九
六
七
年
二
月

4
　
『
年
功
的
労
使
関
係
論
』
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
八
年
一
月

5
　
『
労
使
関
係
の
国
際
比
較
－
三
五
か
国
の
比
較
研
究
－
』
日
本
労
働
協
会
、
一
九
六
九
年
六
月

6
　
『
日
本
の
労
務
管
理
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
一
月

7
　
『
能
力
主
義
管
理
の
開
発
－
新
し
い
日
本
的
労
務
管
理
の
た
め
に
－
』

労
働
法
学
出
版
株
式
会
社
、
一
九
七
一
年
一
〇
月

181716151413121110　9　8

『
ア
メ
リ
カ
労
働
運
動
史
』
総
合
労
働
研
究
所
、
一
九
七
二
年
六
月

『
日
本
の
都
市
下
層
社
会
』
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
二
年
一
〇
月

『
集
団
主
義
経
営
の
構
想
』
産
業
労
働
調
査
所
、
一
九
七
三
年
二
月

『
新
訂
労
務
管
理
』
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
五
年
五
月

『
日
本
的
経
営
の
擁
護
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
六
年
一
月

『
日
本
的
経
営
の
論
理
』
中
央
経
済
社
、
一
九
七
七
年
四
月

『
高
齢
・
高
学
歴
下
の
日
本
的
経
営
－
中
年
層
基
軸
人
事
へ
の
移
行
－
』
日
本
経
営
者
団
体
連
盟
、
一
九
七
七
年
七
月

『
人
事
労
務
管
理
の
思
想
』
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
一
〇
月

『
労
使
関
係
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
七
月

『
日
本
的
経
営
の
台
座
』
中
央
経
済
社
、
一
九
八
〇
年
一
一
月

『
現
代
経
営
と
共
同
生
活
体
－
日
本
的
経
営
の
理
論
の
た
め
に
－
』
同
文
舘
、
一
九
八
一
年
四
月

きがとあ…
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